
資料１－３

実車を用いた消火実験について

令 和 ６ 年 1 2 月 2 4 日

消 防 庁 予 防 課

令和６年度消防用設備等の設置・維持のあり方に関する検討部会（第２回）



実験条件
特殊消火設備の設置基準等に係る検討のための
消火性能の検証実験報告書(R5.3.27)から抜粋

A火災（実車） B火災（実車）

車両における消火性能の検証実験の結果について
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特殊消火設備の設置基準等に係る検討のための
消火性能の検証実験報告書(R5.3.27)から抜粋

車両における消火性能の検証実験の結果について（R5.3.27）

実験前の外観 実験の様子

A火災（実車）
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実験時の
熱流束

実験時
の温度
(ミラー)

実験時の温度

①泡放射開始
②泡放射停止（10分間）
③実験終了（泡放射終了後10分間）

車両における消火性能の検証実験の結果について（R5.3.27）

特殊消火設備の設置基準等に係る検討のための
消火性能の検証実験報告書(R5.3.27)から抜粋A火災（実車）
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特殊消火設備の設置基準等に係る検討のための
消火性能の検証実験報告書(R5.3.27)から抜粋

実験の様子

B火災（実車）

実験前の外観

車両における消火性能の検証実験の結果について（R5.3.27）
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実験時の温度

①泡放射開始
②泡放射終了（10分間）
③実験終了（実験場所の制約により強制終了）

実験時の
熱流束

実験時
の温度
(ミラー)

車両における消火性能の検証実験の結果について（R5.3.27）

特殊消火設備の設置基準等に係る検討のための
消火性能の検証実験報告書(R5.3.27)から抜粋B火災（実車）
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車両における消火性能の検証実験の結果について（R5.3.27）

実験結果

• 駐車場等に設置される泡消火設備の消火・延焼抑制性能を確認するため、Ａ火災とＢ火災を想
定した燃焼実験を実施し、周囲の温度変化や輻射熱等の計測を行った。

• Ａ火災とＢ火災の両ケースとも、泡放射によって自動車周囲の温度と輻射熱が低下しており、周
囲への延焼が抑制されていることが確認できた。

• ただし、泡放射停止後において、Ａ火災では著しい火勢の拡大は見られなかったが、Ｂ火災で
は放射停止直後から火勢の拡大が見られた。
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